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「国際森林年記念」 

水都おおさか森林の市２０１１ 実施計画 

 

１ 開催目的 

   本年３月１１日に発生した東日本大震災は、地震と津波により東北、関東地域に甚

大な被害を及ぼしました。未曾有の大災害は、私たち人間が自然の猛威の前にはいか

に小さいものであるかをまざまざと思い知らされるとともに、自然の力に畏敬の念を

抱かざるを得ません。 

折しも、今年２０１１年は国連において「国際森林年」として位置づけられていま

す。森林が人々の暮らしにとって、どれだけ大切なものであるかは、改めて言うまで

もありませんが、私たちの生活は、森林によって育まれた木材や水や土をはじめ、い

ろいろな生物資源によって、延々と支えられてきました。 

一方、ここ大阪は古くから川を利用し、川の恩恵を受けて発展してきました。淀川

を上流に遡ると、琵琶湖があり、そしてその周辺には森林が存在します。森林地域を

源に多くの川が琵琶湖に流れ込んでいます。 

このため、都市と森林を結ぶ川の役割や、森林や林業の大切さや木材利用の意義を

都市住民の皆さんに伝え、私たちの生活に欠かせない大切な森林を未来へ引き継いで

ゆくことを目指し、また、「森林の市」に参画する団体相互の協力関係を築き、連携

の絆を強めていくことを目的に「水都おおさか森林の市２０１１」を開催します。 

 

２ 開催概要 

（１）日時 

平成２３年１０月８日（土）～９日（日）10：00～16：00       

（２）場所 

近畿中国森林管理局・毛馬桜之宮公園・ＯＡＰ周辺 

（３）主催・後援 

 ア 主催 

｢水都おおさか森林の市｣実行委員会  

  ＮＰＯ法人大阪の子どもたちを水辺に誘う会、ＮＰＯ法人国産材住宅推進協会、ＮＰＯ法

人自然と緑、大阪府、大阪府森林組合、(株)三菱地所プロパティマネジメント、近畿中国

森林管理局、近畿農政局、 (財)大阪みどりのトラスト協会、（社）大阪府木材連合会、天

満音楽祭実行委員会、天満橋筋四丁目振興町会、独立行政法人水資源機構関西支社、日本

日曜大工クラブ大阪支部、堀川地域社会福祉協議会、堀川連合振興町会（五十音順） 
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イ 後援（予定） 

近畿地方整備局、近畿地方環境事務所、(社)国土緑化推進機構、三重県、滋賀県、京都府、奈

良県、和歌山県、大阪市、大阪市教育委員会、 (財)大阪２１世紀協会、(財)都島区コミュニ

ティー協会、(財)日本森林林業振興会大阪支部、帝国ホテル大阪、産経新聞大阪本社、三重県

木材協同組合連合会、三重県森林組合連合会、奈良県木材協同組合連合会、奈良県森林組合連

合会、（社）京都府木材組合連合会、京都府森林組合連合会、兵庫県木材業協同組合連合会、

兵庫県森林組合連合会、滋賀県木材協同組合連合会、滋賀県森林組合連合会、和歌山県木材協

同組合連合会、和歌山県森林組合連合会、高知県（順不同） 

 

（４）他のイベントとの連携 

今年１２回目となる「天満音楽祭」との共同開催とするほか、「都島区民まつり」、

「大阪山の日」（１１月第２土曜日）関連イベントとしても位置づけることとします。 

 

（５）目的を達成するため、次の点に留意した内容とします。 

①展示・体験・販売など、開催目的に添った内容の出展を募集し、それぞれの出

展者においてブースの運営をします。 

・来場者が展示を見たり、体験を通じて楽しみながら学んだりできる 

ようにします。 

・親子で参加出来るよう配慮し、次世代を担う子供たちへの森林環境 

教育の視点に配慮することとします。 

② ステージを１箇所設置し、オープニングセレモニーをはじめとして、 

出演者を募集し、「森林の市」にふさわしい内容の様々なステージパフォーマン

スを行います。 

③ 会場内に来場者を誘導するために、有効な PR 活動を実施します。 

 

（６）来場者数目標 

３万人(昨年は１５,０００人) 

 

（７）キャッチコピー及びロゴマーク 

キャッチコピーは「2011 国際森林年 暮らしの中に木づかいを 活かそう日本の

森林」に決定し、ロゴマークは「国際森林年」のロゴマークを使用します。 
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３ その他 

（１）運営 

水都おおさか森林の市２０１１の運営に係る予算を確保するため、各団体が各種

助成金の申請を行うなど資金の確保に努めます。 

また、実施に当たっては、当日の運営や企画準備段階から実行委員で協力しあっ

て実施します。 

 

（２）スケジュ－ル  

 

５月        第１回実行委員会（実施計画の策定） 

     後援名義使用承認依頼・各種届け出承認依頼 

 

  ６月     部会の開催（必要に応じ随時開催） 

出展団体・出演団体の募集（募集期間は１ヶ月間） 

 

  ７月     会場設計案・プログラム案・チラシ案等の作成 

 

  ８月     第２回実行委員会（出展・プログラム・チラシの決定） 

          

   ９月      広報・宣伝活動・具体的な準備段階（当日スタッフの決定） 

 

  10 月      森林の市開催 

 

   11 月      会計処理・アンケート集約・結果のとりまとめ作業 

 

12 月      第３回実行委員会（結果の発表と来年の予定） 

 

 


